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私が所属しています県民クラブもＨＰを
開設していますので御覧下さい。
セキュリティ強化のため、ＨＰのアドレスが変わりました

大分県議会　県民クラブ

　今定例会で可決された事業の中から、新しい視
点の政策立案をめざす特別枠「新おおいた創造・
発展枠事業」（66事業・21億800万円）（赤字で表
記）を中心に、分野別に特徴的な新規事業（青字
で表記）を紹介します。黒字は継続事業ですが、
一部新規事業が含まれています。（　）は予算額

【人口減少・移住】
　若年者移住サポート事業（3,794万円）は、若
年層の移住を促進するため、「転職なき移住」の推
進に向け、都市圏のリモートワークが可能な企業
等に対する働きかけを強化し、ニーズにあった情
報発信や移住に向けた転職支援を行います。

　近隣に産婦人科医療機関のない妊
産婦が安心してこどもを産むことが
できるよう、妊産婦健診等支援事業
（388万円）では、健診や出産に要
する交通費や宿泊費を補助する制度

を創設します。

【エネルギー】
　中小企業等のカーボンニュートラルへの対応を
図るため、エコエネルギーの導入に対する支援と
して中小企業等エコエネルギー導入支援事業（4億
2,500万円）を進めます。
　地域への再生可能エネルギーの導入を推進する
ため地域再生可能エネルギー導入推進事業
（4,3600万円）では、高効率給湯器を導入する一
般家庭等に対する助成や、県有施設への再生可能
エネルギー導入に取り組みます。

【資源・環境保護】
　温泉資源の保護と適正利用を推進するため、温
泉台帳電子化事業（1,146万円）では、温泉デー
タの効率的・効果的な活用により、温泉台帳の電
子化に取り組みます。
　広域景観保全・形成推進事業（425万円）は、
良好な広域景観の保全・形成を図るため、市町村
や地域と協働して各エリアの景観形成基準の見直
し等を行います。

【医療・福祉】
　在宅療養ニーズの増加に対応する
ため、訪問看護強化事業（759万円）
では、訪問看護ステーションの拡充
の支援と、訪問看護人材の確保を行います。
　こどもの居場所を確保し、貧困の早期発見等に
繋げるため、子どもの居場所づくり推進事業
（500万円）では、こども食堂が実施する環境整備
等に対し助成します。

【農林水産】
　持続可能な中山間地農業の確立のため、中山間
地営農経営体強化対策事業（9,697万円）では、
集落営農組織等の収益構造の改革や大規模経営体
による連携・統合を支援します。
　ヒラメ養殖業成長産業化支援事業（4,183万円）
は、ヒラメ養殖業の成長産
業化を推進するため、他魚
種と同様の治療薬の承認拡
大と、省力化に向けたス
マート技術開発を行います。

【教　育】
　地域の高校において多様な進路選択に必要な教
科探究力を向上するため、大学と連携した特別講
座等を実施する地域における個別最適な学び推進
事業（1,033万円）を実施。
　来年度、北部九州ブロックで開催される全国高
等学校総合体育大会における本県代表校及び選手
の入賞に向け、全国高校総体競技力向上対策事業
（1,868万円）は、高校生を対象とした競技力向上
対策を進めます。

【物価高騰対策・地域経済活性化】
　エネルギー価格の高騰による市民生活への影響
が大きいことから、LPガスの一般消費者や特別高
圧契約で受電する中小企業に対して支援するLPガ
ス等価格激変緩和対策事業（20億6,500万円）で
は、一般家庭（約35万軒）にも1契約あたり3,000円
補助します。

　地域経済の活性化を図るため、
地域消費喚起プレミアム商品券支
援事業（20億1,000万円）により

プレミアム付商品券を発行する商工会・商工会議
所等に対して、市町村と連携して取り組みます。

【DX（デジタルトランスフォーメーション）推進】
　中小企業等のDX注1化の第一歩を後押しし、各社
の課題を解決するため、中小企業等デジタルスキ
ル向上支援事業（3,165万円）は、即戦力となる
デジタル人材の育成とデジタルツール導入をワン
ストップで支援します。
　行政DX推進事業（1,670万円）では、県と市町
村が連携し、利便性を高めるため市町村行政のDX
を推進するとともに、行政DXの担い手となる職員
を育成します。

新規事業紹
介

（注1）デジタルトランスフォーメーションとは…
　デジタル技術で「社会や生活の形を変える」こと。例えば、イン
ターネットでの買い物は、「店舗へ買い物に行く」という消費者行
動をデジタル化により大きく変革したと言えます。

【写真は、成長を早める効果があるという緑色のLEDライトを照らして
いるヒラメ養殖場の様子（津久見市鳩浦）】


